
「教会の土台」エペソ２：２０                   １５・２・21  Ⅰ「あなたがたは（神の家族である教会）使徒と預言者という土台の上に建てられており」。 「使徒と預言者という土台」とは＝「使徒と預言者」とは、使徒達と預言者達は、神の御言葉を受けた人々であり、彼らの使命は、神からの御言葉を語る事であるので、「使徒と預言者という土台」とは、教会の土台は、彼らが語った神の御言葉という事。 教会の土台は、66 巻の聖書（旧約３９、新約２７巻）。私達は聖書を「全体」と「文脈」を大切に読み味わう事、私的解釈をしない事が大切。 真のキリスト教とは違う異端（間違った教え：モルモン教、エホバの証人、統一教会等）の特徴は、①聖書全体を正しく解釈しない、②聖書に別の教えを加える、③聖書のある部分を取り除く事。 私たちの教会が、66 巻の聖書、不動の御言葉に立ち続けるなら、嵐や試練がやって来ても、御言葉が、主ご自身が、しっかりと私達を支えて下さる。 ディボーションの御言葉、教会員に祈られて語られる礼拝の御言葉（基本は講解説教。聖書そのものが語っている事に聞き、養われる為）、祈りのグループで分かち合う御言葉は、私達を霊的に養っている。じわじわと。 本日の御言葉は、「建てられており」と受け身で言われている。つまり、私達の力で教会を建てているのではなく、主ご自身が御言葉によって教会を建て続けておられる！実感し続けている。 「みことばは、あなたがたを育成し（この原語は、本日の「建てられ」と同じ原語）」使徒２０：３２。  Ⅱ「キリスト・イエス御自身がその礎石です」。 教会の土台はイエス御自身。 「その土台とはイエス・キリストです」Ⅰコリント３：１１。 土台である主は、私たちを支え、導いて下さる。 どんなに苦しい時も、主から目を離さず主に拠り頼もう！ 「信仰の創始者であり完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。イエスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍び、神の右の御座に着座されました」へブル１２：２。  Ⅲ「わたしのこれらのことばを聞いてそれを行う者（御言葉を信頼して生きる者）はみな、岩の上に自分の家を建てた賢い人に比べることができます」マタイ７：２４ 建物で、土台は最も大切なものである。傾きや地震の時の倒れ方の差は、しっかりした土台かそうでないかが左右する。※現実にも分かる。 １．砂の上に建てる教会、私達の人生とは。砂という土台に当たるものとは？ ①聖書の教えではなく、人間の教え、思想。これらは、真の救いは与えない。 ②イエス様ではなく、自分の力、人の力。人間の力では、私達は救われない。 ③世の富。世界中の富を集めても、私達に真の救い（罪の赦し、新しい人生、永遠の命、天国）は与えられない。  



④世の権力。神から離れた世の権力は、人々を不当に支配し、自由を奪い、戦争を起こす。 世の権力は、私達に真の救いを与えない。 ⑤一時的な快楽。これらは、真の救いを与えず、かえって私たち人間を悪習の奴隷とし、悪への中毒や、依存症を産む。身も心も仕事も家庭も滅ぼして行く。主の力と主が与えて下さる仲間は、これらの悪から解放し、新しい人生を下さる。  Ⅳ 私達への励まし １．教会が、主と主の御言葉をしっかりと土台として建て上げられて行くなら、間違った教えが入って来ても、主が、「それは違う教えです」と悟りを与え、正しく、御言葉を導いて下さる。 ２．「雨が降って洪水が押し寄せ、風が吹いてその家を打ちつけたが、それでも倒れませんでした。岩の上に建てられていたからです」マタイ７：２５。 申命記３２：４にこうある。「主は岩。主のみわざは完全」。 教会の土台であり、私達の人生の土台である主は、どんな試練の中でも、教会を、私達を岩なる不動の土台として下からしっかり支えて下さる！ 申命記３３：２７→「永遠の腕が下に」。主は、私達を支えて下さる！ ３．教会の土台である主と私達は、霊的に命の結びつきがある。クリスチャン生活とは、自分の力で聖書を守ろうとする事ではなく、主の命に与かり、その活力と力が内に働く恵みを経験する歩みである。土台であるキリストが十分な力と生命力を注ぎ込んで下さるので、強められて歩むことが出来るのである。 私達は一人で放り出されてはいない。一人で勝ち目のない戦いを空しく続けているのではない。主ご自身からの素晴らしい力が注がれており、私たちの内に与えられている。主の命、力が、 私達の活動力の源となり、活力、生命力となっている。 この岩、土台であるキリストの力によって、私達は、試練や惑わしの間違った教えに、正しく対処する事が出来る。 このエペソ人への手紙を書いたパウロは、不正をしたわけではなく、主に従い主の素晴らしい福音に仕え、獄中にいた。人生で多くの苦汁を味わい、様々な試練を体験して来ている。迫害され、嘲笑と非難の的とされた。そのような中で、彼は、愛、喜び、平安、不動の支えを持っていた。それは、素晴らしい主と出会い、主を信じ、主を人生の土台に据えたのである。 ４．これから、ますます、私達の教会は、間違った教えの風に吹き回されないように、教会の土台である 66 巻の聖書を大切に読み、味わい、養われたい。 神は私たちの教会をいのちの御言葉で導き養われる。また、私達も、主を主の御言葉を土台として人生を築いて行きたい。真の土台である主は、御言葉で正しい道に導かれる。罪の悔い改め、罪の赦し、癒し、試練の中でも力強い支えを与え、永遠に素晴らしい神を交わる事が出来る永遠の命を与えて下さる。心から感謝したい！ どんな時も、あわてず、あせらず、あきらめずに全能の神に祈りつつ歩めますように。 「いつでも祈るべきであり、失望してはならない」ルカ１８：１ 


